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本校のホームページの 

ＱＲコードです。ぜひ、

アクセスして細かな情

報、登校許可証のダウ 

ンロードなどにご活用 

ください。 

感  謝 
校長  

昨年１１月に「校庭リニューアル工事」が始まってか

ら４か月が経過しましたが、ようやく３月９日（予定）

にピカピカの校庭や外周ネット、運動器具・遊具等が完

成し、使用できるようになります。子供達は工事期間中

に校庭で元気よく遊んだり運動したりすることができず

にいたので、ようやく溜まっていたエネルギーを発散す

ることができます。再び校庭にたくさんの子供達の「笑

顔」があふれるようになるのが楽しみです。 

さて、本年度最後の月を迎え、登校日数も残り１７日

（１～４年は１６日）となりました。この１年間、子供

達一人一人は、学習や生活などいろいろな場面で失敗や

成功を繰り返しながら、また、たくさんの子供達とそれ

ぞれに影響し合いながら、一歩一歩確実に成長してくれ

ました。本年度本校では、特に「対話」によって学びを

深め広げていく授業を展開してきたことにより、自ら考

えをもち、表現する力や伝える力がより育ってくれたの

ではないかと嬉しく思っています。しかし、一人一人の

目標の達成度に目を向けると、その学年の学習や生活で

身に付けるようにしなければならないことが未達成の子

もいます。あと僅かの期間ですが、一人一人の振り返り

やラストスパートを全力で後押し・応援していきたいと

思います。 

６年生はもう少しで卒業です。６年間にいろいろな行

事や出来事があり、一つ一つが皆よい思い出となって心

に刻まれていることでしょう。特に、最上級生となった

最後の１年は、運動会や音楽会などの行事や、委員会・

クラブ活動、縦割り班活動などでよくリーダーシップを

発揮してくれ、後輩達の良き手本となって牛込仲之小を

支えてくれました。６年生には、本校で学んだことを糧

として、明るい夢と希望をもってそれぞれの未来に向か

って大きく羽ばたいていってほしいと願っています。 

１～５年生は、４月にそれぞれ１つ上の学年に進級し

ます。下級生や新入生のよき先輩として活躍できるよう

期待しています。その活躍のためにも、残された日々で

進級の意識をより高めていってほしいと願っています。 

本校は、保護者や地域の皆様方の心強いご支援とご協

力によって、本年度も「笑顔あふれる充実した教育活動」

を展開することができました。ありがとうございました。

今後も、子供達の健やかな成長を願うとともに、より多

くの笑顔があふれる牛込仲之小を目指して、教職員一同

力を合わせて教育活動を推進して参ります。地域で育ち

地域に学ぶ子供達のために、今後もご理解・ご支援を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

教室の窓・外国語（国際交流） 

          担当  

本校では教科担任制の一環として３～６年生では英

語専科を中心とした授業を行っています。専門性の高い

専科の先生を中心に授業計画を立てることで充実した

指導を行うことができています。授業では学級担任や英

語専科に加え、ALT によるティームティーチングを行

いながら指導しています。 

２月１３日(金)に本校において国際交流が行われまし

た。数年前から、早稲田EDU日本語学校と連携をし、

外国人留学生と交流を行っています。今年は中国、ベト

ナム、スリランカ等、様々な国の留学生から、それぞれ

の国の文化や歴史について学びました。児童は日本の文

化について、総合や生活科で学んだ内容を留学生に向け

て発表しました。６年生は英語で発表を行い、普段の外

国語の授業の成果を発揮することができました。今後

も、外国語や総合(国際交流)の学習内容を相互に関連さ

せながら、活動を充実させていきます。 

卒業に向けて  

６年担任 

６年間の学びを締めくくる３月を迎え、子どもたち

は卒業に向けて一歩ずつ歩みを進めています。この６

年間、学習や行事、日々の生活の中で仲間と支え合

い、悩む姿も、乗り越えようとする姿も、どれもが子

どもたちの確かな成長へとつながってきました。  

これまでの学校生活の中で、子どもたちは本当に多

くの人に支えられてきました。卒業に向けて子どもた

ちは「多くの人に支えられている」ということを実感

してきたはずです。卒業を迎える今、その思いを胸

に、これからの歩みへとつなげていってほしいと願っ

ています。  

卒業はゴールではなく、新たな挑戦の入口です。こ

れまでの経験を自信に変え、未来へ向かって自分らし

く歩み続けてほしいと思います。卒業していく子ども

たちの姿を思うと寂しさもありますが、旅立ちの日ま

で、そしてその先の未来に向けて踏み出す瞬間まで、

私たちは責任をもって支え続けたいと思っています。

子どもたちが安心して羽ばたけるよう、最後の一日ま

でしっかりと寄り添っていきます。  


